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.言

.灰
む
ビ
は
出
來
ょ
ぅ
。
.從
つ
て
營
利
經 

,

:ノ
濟
ど
し
て

0
私
人
の
活
動
は

「

«

經

麵

的

の

ー

も

叹>

解
し
得
べ
ぐ
^

の
爲
す
現
送
は
商
業
的 

:

移
動

^
着
働
す
乙

w

が
不

'可
能
で
：は
な
：

5
>°

へ
紙
5:
.

此̂
_

合
ド
ば
威 

#

き
靴
益

2:
:
目

_

<

5
贫
ぃ
を
妒
言

-
な
ぃ
の

：
，

^

.
,

■

:
 

■

五，

塞

1
:
1

.

.

.

.

.

.

こ.
.

.

■ 

; 

■ 

' 

■ 

:

.

.

. 

.
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命
の
風
際
的
诙
甌
_

いで

 

第
七

-:' 

-

u
 J

合
力
あ
る
こ
ど
例

'へ
ば
或
る
中
央
銀
行
が

&
:ら
金
輸
送
を
實

'行
し

5

て
そ
れ
か
ら
生 

る
H

 
め
よ
う
 

I

 圖
す
 

J

 

X
-

た
分
否

か
s

 

S

奪

求
め
よ
う
？

る
5

ミ

る
:0
Z

れ
は

f

m

實
の

も
の

ビ
見 

^

る
.が
、當
事
者
以
外
の
者

S

t

確
S

ミ

u

 s

 

I

f

 

5

て
„
、誤
筧
や 

不
知
の
事
情

S

S

S

利
益

S

.
失
I

ず
る
ど
云

I

f

あ
る
。
故
£

來
か
ら 

の
判
斷
は

s

 

S

 

屢̂
々

さ
う

却

0

て
明

f

標
f

は
I

な
い

。
’ 

®

U

此

場

合

ミ

直

接

的

動

因

I

準
f

て
、商
業

I

s

直
接
利

S

收
得
1

5

因 

:
ど
し
て
行
は
れ

s 

i

o
 

2
的
移
動
は

S

收
s

 

s

 

5

X

5的
の

f

行
ま 

f

る
も
の

1

5

の

外
は
な

s
o
m

し

て

前
者
は
純
然
た
る
市
揚
經
濟
の

事
態
S

因
す
る 

も
の
で
あ
る
力
ら
之
を
市
場
經
濟
的
移

•»M
a
r
k
t
s
v
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e

 

G
o
l
d
b
e
w
e
g
u
n
.
Q

ど
言
ひ
、资
者
よ 

J

者
就
中
中
央
銀
行
が
營
利
的
衝
動
益
く
市
場
經
濟

R

對
し
て
行
ふ
干
渉
で
あ
る
い
ら 

之
£

制
經
濟
的
移
動

I

w

i

l

l

e
 

l
e

w
e

g
l

ど
呼
ぶ
論
者
が
あ
る

。(

d

 

r

.す
れ
は
班

r

上
で
は

辟
業

的
ど
非

商
業
的
.の
區

別
は

明

白

ど
な
る
。

が

并
し
、現

實

u

行
は

れ
..る

移
動
が
兩
者
，何
れ
の
目
的
ど
有
し
て
ゐ
る
か
を
確
か
む
る
こ
ど
は
.容
易
で
な 

^.

場
合
が
屢
ダ
あ
る

0;

で
あ
る

(

5

)

0

、(

&〕
P'.wjb2!g, 

op. * 

c
i
r

pp. 

13

上 5 J 

H
a
n
s

 

N

c.sscr, 

R
u
e
r internationale 

G
e
l
d
m
a
r
k

 

け
 

vor 

u
n
d

 

n
a
c
h

 

d
e
m
w
r
i
e
g
e,

こ
 

weltwirtscha

tDiches Archiv, 

32. 

Band, 

Heft 

1, 

S. 

151

•
參
照
。

/f
で
辟
業
的
移
動
は
實
際
的

^

は
如
何
な
る
種
類
を
包
含
す
る
か

s

S
ふ
R
、こ
れ
^
は
次 

の
四
種
の
場
合
が
，あ
る
。

. 

.

ィ
金
產
國
か
ら
市
場
へ
の
，移

動

、

■
ロ
市場から消費者への移動：

.ハ
爲
替
取
引
ド
依
る
移
動

'二

爲

替

裁

定

に

^

る
移
動

：

.

ィ
は
年
々
產
出

3

れ
.る
金
の
市
場
へ
の
供
給
を
意
味
し
、ロ
は
.斯
る
金
の
商
工
業
用
へ
の
供 

給
を
意
味
す
る
。

.
雨
者
ど
も
國
際
金
融
市
場
の
狀
況

k
.關
係
な

<

fi
f

は
れ
る
移
動
で
あ
つ
て
、
 

此
揚
合
は
普
通
の
商
品
移
動
ど
少
し
も
變
る
所
は
な

い

.0
旣

に

普

通

の

商

品
S

一
 

で
あ
る 

w

す
れ

ば
、そ
の
移
動
は
理
論
的
に
は
最
高
價
格
の
.與
へ
ち
れ

Z

市
場

R

向
ふ
普
で
あ
る
け
れ

第二
”

十
.

五.
卷
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金

の

國

際
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移

動

に

就

か

.
て
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够
.

二
十.1

C

九

ニ̂

拿

國

際

的

移

動

に

就

.
い

て

.

'

.
„

 

ノ

「

四

ミ
も
實
際

.上
で
，は
筇

^

憤
格

_

«

Q
;A
.で
な

V

';*

零

®
■
参
衡
顧

«

^
が

«

大

0

關
係
を
有 

す

.る
。

今
日
金
塊
布
場
ど
し
て
著
名
な
も
の
は
偷
：敎
、細
；育

_

«

^
海
等
背
あ
：♦
ギ 

は
傅

«

的
に

^

心
—

で
あ
つ
て
、：

,

導

第

-
の
隹
出
顧

^ •
有

^

る
m

阿

0

適
金
は
大
部
分

»

.

敦

市

場
k

於
':-

マ
«

别
一
せ

‘

れ
3

'

從

り
^

寧

接

署

國

へ

蝓

出

す

巧

磐

-
一
層
有
利
の
場 

合
で
も
：愉
激

^

經
由
す
.
る
：こ
¥

が
多
い

0
:

で
，
あ

る

。

唯

世

界

大

戰

前

ド

於

い

て
は
f t

敦

を

經 

由

し

な

S

 

z 

w
は

P

夕

p
''
f

e,o
た

が

近

時

は

そ

れ
が

故

次

多

か

ら
ん

ど
す
る
^

至

.
つて
居
る
。
 

例

へ

ば

：1

-:
5

の

運

實

を

避

く

る

場

ギ

ダ

ァ

パ

ン

か

ら

印

度

へ

直

接

：輸

送

さ

れ

る

が

如

く

、
一
九 

ニ

叱

半

仅

，
は

南

#

諸

猶
;0

爲

替

相
^

の
.

安.

定
，6

日

本

船

の

低

蓮

賃

に

ょ

つ
て

南

阿

か

ら
南

米

 

'k

直

潑

た

如

ズ

、又

近
(

は

佛

，蘭

西

が

南

阿

金

を

直

接

買

，入

れ

た

匈

く

で

あ

る

。

金

が
C
 

歡

用

^

供

龙

飞

れ

る

こ

ヒ

は

一一ー日̂

迄

：も

な
^

が
、東
洋
ド
は
印
度
及
び

支

那

ど
-

. 

艿
妃
供
す
る
；ニ

 

：太

^
.要
.國
が
あ
る
。

:
.そ

0

需

.要
は
市

.場
か
ら
消
费

'者
へ
の

'移
動
に

V
J

つ
て
重 

要
な
割
合

I

め
，て
ゐ
る
。

何
れ
に
し
：て
ち
拿

#

用
買
久
：を
除
け
ば
、此
等
の
金
；移
動
は
金
本 

位
制
度
の
存
否
に

.關
係
な
く
繼
續
す
べ

3

も
の
で
あ
る
。

併
し
金
本
位
制

度

の

存
立
は
此
種 

の
移
歡

^

他
の
商
品
移
動
ヒ
異
つ
た
特
殊
性
を
典
へ
て
ゐ
が

9
'蓋
し
金
本
位
制
度

が

實
施

^

"れ

ズ
^

れ
ば
、通
‘评
中
'
_央

鈒

行
.は
.
.
|定

價

格
5:
.以

.て
金
め
 ̂

. 

.、
金

の

供

給

儐
，格

?:
:
'
#
•
寫

ぜ

し

ひ
a:
。
こ
從
，り
'

P

# '
費
幣
用
需
、要

.は
供
給
價
格
の
®
動
か
ら
生
ず 

る
影
.響

35
落

枚
、
以

て
此

M

の
金

移
#
;ば
s'
&

需
要
そ

0

も

の
か
多

'»
R

依
存

.す
る

.の
で
あ
る
。

ぐ
及
次

.『

の
雨
者
は

_

業
相
移
％

^

主

楚

型

武

を

：示

す
‘

0:
元
來
爲
替
取
引 

e
x
c
h
a
n
g
e

 

t
r
a
n
s
a
c
t
i
o
n
^

iJ
^

JR
引
.
.

arbitra

^:.tra;hsaction

0.
-
-兩
語
は
差
別
な

 

く 

使
用
せ
ら
れ
る
の

が
通
例
で

^

る
。
.
蓋
し

"如
何
，な
る
方
法

^

依
れ
ば
最

.名

有

利

^

送
 

• 

こ
洳
が
爲
替
ー
の
裁
定
セ
あ
る
：か
ら
，爲
春
：裁
：.定
^

於

ぃ

：て
は
時
^

は
爲
替

^

於
け
る

「

一
方
法
以 

上
を
、時
に
は
爲
替
取
組

.

ど
現
送
ヒ
を

.坪
較

^

べ
/
>、從

0
七

_

く
、又
逆
：に
裁
定
取
引
は
爲
替
取
引
た
ゲ
得
デ
の

.で
あ
名
。

_
.併
じ

.

»
で
味

®
^
^

'

て
居
る
の

'.
.
,で
あ
：つ

.で
、即
：ち

爲

替

ま

引

に
.ょ
る

.移
：動
^

ば
、を
の
目
的
が
：爲
替

.市
：揚

.の
媒
介
^
ょ 

つ
.て
資
金
を
移
轉
す

.る
代
々

ド
金
輸
送
を
.以

<

せ
ん

ビ
す
る
も

の
で
あ
り
、

裁
定
取
引

k

ょ
る

,
. 

. 

.

. 

' 

い. 

-

-
.
.

' , 

.
,一
•
< 

.• 

* 

. 

•• 

• 

■

.
 

- 

‘
.
,
. 

, 

I 

. 

.
:

.:

.

•

移
動

W

は
，何

.：

等

，
資

，；金

移

轉

.
の

濾

圖

浓

く

軍 
>

爲
替
相

«

の
:
-時
的

'變

，
動..を
利
用
^
<
利
鞘
を

收
得
せ
：ん
ビ
珍
る
も

0

を

意

：味

し

て

：ゐ
：
る

の

，

' 

'
 

*
 

• 

. 

,
 

•
 

•

爲
に
金
：輸
送
未
荆
用

'す
^

'%
'め
，で

^
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養
十
焉
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.(

九へき

〕

金
.の；國

I

移
動
に
就
：
ぃ
：て
；

 

第
.
i

r

、

の
-で
あ
る

:^

ら
：兩

*

0

間
に

,

' *

身
の
'

相
^

が

存

: ^
^:

の
^

あ
：：る
。

.

；.
唯
實
際
.の
移
動
が
一
一
者 

何
れ

f

の

で

あ

る

か

、
は

¥

外

者

へ

の

容

易

^

認
定

.

し
#:
^

い
も
の
で
あ
る
こ

^

明
.

か
で
ぁ
る

- 

..

.

'
ハ
S
 

^

 

P

は、ホ
1

ィッ
'

^

フヵ
.

：1
.:
に

^

.

け
る
商
業
的
輸
遂
；及

」

び
金
_:的
輸
送
を
包 

,

,::
•

合し、ブラ
ゥ
ン
に
於
け
る

『

商
業
的
動

'

機
，ド

出

づ

る

货

幣

用

金

の

輸

送』

に
當
る
。

學
者
が 

単
、
に
命
.

移
動
>

|

日
ふ
場
合
：には、

.

多
，
く
こ
の
衝
の
も
の
匕
指
し
で
居
る
。

..

何
れ
に
し
て
も
此
等
兩
種
の
移
動
は
金
本
位
制
度
の
確
立

さ
れ
る
場
合
に
現
は
れ
る

も
の
 

で
あ
る
。
蓋
し

一
方
ば
資
金
送
附
の
必
要
上
現
送
を
行
は
ん
ど

1>
、他
方
は

.現
送

-̂
よ
つ
て
利 

鞘
を
收
紀
ん
ど
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、何
れ
も
原
則
ど
し
て
現
送
於
爲
替
送
金
よ
々
も
有
利
の 

場
命
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば

.爲
替
相
揚
が
之
を
有
利
な
ら
し
む
る
よ

5

k
rr
瀆 

企

^

色
黑

I夕
k

出
で
た

^

合
で

'な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

a

.

o即
ち
此
種
移
動
の

^

る

か
否 

か
に
對
し
て
は
、金
輸
送
點
並
化
其
訐
算
が
：絕

.對
的
地
位

^

立

0
七

居

る

の

で

あ

る

。ノ 

' 

fr
送
の
實
行
者
ぬ
通
例
銀
行

•地
金

.仲

介
A

國
際
金
融
業
者
等
の
所
謂
事
門
家
で
あ
る
。
耳 

大
の
質
易
業
者
は
之
を
：行
ふ
こ

.，

V」

が
あ
る
が
、普
通
の
賀
易
業

'者
ば
必
ず
'し
も
現
送
に
よ
つ
て 

特
に
利
を
博
す
る
程
耳
額

の
對
外
偾

權
偾
搽
を
有
：せ
ず
、又

' 必
要

.な

便
茸
ミ
知
識
を
有
す
る
も 

め
で
も
な
か
，から
、金
裁
笨
は

--
#

殊
め
部
識

^

«
麗
を
有
す

.る

國

嶸

的

金

識

業

者

^

委
せ
ら
れ

.

爲
;:
#

取

引
^

娘

る

金
: @

動

は

資

金

移

轉̂

爲
^

行

は

れ

る

：
も
の
：：で

あ

る

：
か

.

ら
、会
れ
，は
結
局 

」

：̂

«

際
貸
借
の

::
«

娜
の
實
行
に
際
し
て
現
は

.

れ
;

の
で
あ
.

る
.。
.ベ

部

ち

國

際

貸

借

の

各

項

目
 

か
^

生
ず
‘

る

摩

_

を

爲

すに
#

:

つ

て
、爲
替
市
場
の
情
费
が
焉
替
決
濟

を

不
利
な
ち
し
む
れ
ば 

. H

ち
ド
金
：領
送
が
行
は
れ
る
で
あ
ふ
ぅ
。

'

是
：れ̂

反
：し

H

裁

定

：取

引

妃

ょ

：
石
.

移

動

、は
何

.

等

資 

金

移
«

#

目
'

的

乃

菜

は.
：支

拂

の

必

要'
の
，
存

在

し

在

い

，
揚

合

で

.

あ
：
る
：
か

ら

、
_

際

貸

借

：
の

受

拂

ド
 

厕

層

を

有

し̂

0
0
0
 ̂

■ 

^

 

 ̂$
 
M 
0 
^ 

^

 

0 
 ̂

0 

さ

へ

す

れ

ば

^

は
れ
る
一 

#

ヤ
淹
巧
。
ド
併
、し
摩
る
金
移
勸
或
は
裁
：定
.取
引
：̂

:依
.る
。»

金

0
,
:移
轉
も
、
^

際

收
#

: »

定
：
れ.
包
：

(

括
§

^

る
：
>

„

の
で
：
あ

る
乙
，
$

貢

ふ

迄

：
^

な
い
：。

「

そ
«

觅
^

角
-

此

兩

移
86

ビ 

哀

爲

：替
：

相
：：

場
.

の
.

^

輸
.

送

：
黯

か

：
ら

、
の

」

離

；
反

が#

の
，：離
反
が
未
だ
現
は
れ
ぬ
揚 

合
ド
は
.
.

部

ら
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の
中
央

0 
0 
H

.

殊
ド
米
國

—

か
，ら
.買
，上
；げ
' 
て
共
目
的
を
達
せ
ん
ど
す
る
。
多
く
の
金 

本
位
國
が
金
流
出
を
好
ま
ず
、可
及

㈤

其
金
準
備
の
支
持
又

"$

-

?

0

つ
て

a

る
間
は
、假
令 

國
際
聯
盟

.等

0

努
：ヵ
に
依
つ
て
.各
國
中
央
學
行
間
の
協
調
が
協

^

:3
れ
ヅ
も
、典
種
の
、移
動
は 

.依

.然
頻

■繁

k
.
.起
'る
.で
.■あ
■ら
.ぅ
，.ど
惟
は
n

る
'。

ロ 

.次
：に
'物
«

統
制

k

甚
く

.移
'動
が
擧
げ

.ら

.れ
る
。
ぃ
大
戰
後
备
_
 

w

i其
通
'貨
政
策
：の
甚 

調
は
之
を
物
價

‘統
制
の
上

^

置
か
な
け
れ

.ば
な
ら
ぬ

.情
勢
ド
在
る
。

：

自
.働
的
金
本
位
制
度

k 

在
つ
て
は
國
內
物
價
の
統
：制
が
外
國

.？
，の

_

«

R

^

:い：で

.自
も

'
#
は
れ
る
、換
言
，す
れ
ば
：國
內 

物
價
は
批

^

的
又
は
主
要
外
國

'
の
物
儐
に
追

.隨
；す
る
。，::..乙

れ

は

自

國
.民
.
の
經
«

的
生
'活
を
脅 

威

し

、
或
は
へ
自
_

を
，
外
_

:の

攀

牲
^

供

す
■.る

ミ

の

：
非

雛.5
:
:招

：
來
；
す.る

。

固

：
■ょ
：：
々

金

：
本

位

制

度

の
 

支
：，

持
さ
れ
：る

限
6

外
國
物
價

V
J

の
關
係
を
遮
斷
す
る

M

 

V
J

は
不
可
能
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、却
つ 

て
^

の
.職
能
を
：利
用
し
て
國
內
事
情
に
、適

應

し

た

物

«

統

刺
?:
'
:
行

ネ

こ

ヒ
 

可

.能

で
 

は

なS

。

获
^

特

殊

：
的

金

移

動

：
が

生

：
ず

る

の
^

あ
る
。

即
"ち
'金
.の
ー
直_

的
移
轉
に
.ょ
o:

て
：
國 

內
に
於
け
る
'通
貨
及
.び
信
用
.の

：：

流
通
量
を
統
■
_
し
、以
：七
'此
：方

面

か

.;
&

物

核
^

^

笫
ニ
十
艽
卷

(

九
.

三
七
：^

金

：
の

國

際

的

移

锁

に

就

，
ぃ

て

''
.

'

笫

七

號'

U

三，
-

> 

I
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.
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(九
：！！

八)

金
'
の

國

際

的

移

動

に

就

い

て

 

热

コ

忘

二

四

ノ

ぅM

す

：
一
る
^

嫌

^

る

'.
0

響

名

現

は

れ

る

で

あ

ら

ぅ

。

'

バ
;.
:

又
.

金
：

^>

興

：
上

：；
る
#

:^

.:

用
.
•

せ

；
ら

.
れ

る

严

 

.
：

.
，

r 

. 

:
+
•

.-
"

-

. 

' 

.

.

. 

:

:!
.

:

.

•

:

•

• 

- 

' 

- 

.
:
.
.'
.

•

.

.

..'
 

V.: 

- 

.

.

.

.

.

. 

.

.

:

•

.

.

.

. 

' 

.

: 

.

• 

, 

二
.，

.

.

.

.

.

.
，

 

- 

. 

' 

.

;

パ
.V

;:.

通
«

^
定
^
;云
，̂

.

„

%::

る
V 

.へ
殊
.ド

: #
本
&

_

«
の
、復
興〕

又
.
.は

樹

立

，
?:
遂

行

す

る

参

連

ち
.

：ぬ「

掘

め
«

貨

は

安

寒

黙

を

夫
 ̂

故
k

;

金

の

_
輸

出

化

ょ

：
つ

て

通

：
貨

«

値

の

低.
.

落
.

:'
2

:

^

^

V

 

.

ら
;^

る
.

。
：：

例

へ

へ

ぼ

I

九

，
ニ

；
八

年

ド

於

け

へ

る

；
西

.

班「

牙

：
離

行
.

(

の

べ

、
セ

タ
'

、
維
#

'

の
'

爲

の

：
英

蘭

®

行
 

へ

ス

バ

X
 

>

の

準

備

の

賣

：却
、我
國
へ
の
：«

災
挺
：の
正

*

a

,

送
、^

至
，は
佛
蘭 

0

獨

.
力
k

依
る

通

貨
.安

'
定b
;爲

；の
金
：
買

A

等

牧

擧
に

鐘

：が
：
な

い

。

斯

«

な

通

貨安

定

策

ど
 

■し
て
の

^

移
®

.

は
全
本
位
祐
搜
贫
確
立
す

^

^

す
る̂
#

^

:

あ
.る
が

^

し
該
本
位
制
度

2! 

立

0

後

で
^

爲
替
相
揚
の
低
落

5:
來
.

す

：
こ

せ

が

、
な

：
い

^
は

棒 

か
ら
•相
場
維
持
の 

瘛

に

金.
の

輸

送

を0

ら

な

け

れ'ば

な

：
ら

ー

場

.
合

が

續

へ

广

ヽ

二

在

.

外
龙
貨
の
補
充
，

信
用
の
：保
持
、支
拂
の
準
備
等
の
爲
に
在
外
疋
貨
の
補
充
を
爲
す

必

要

の

：：發

生

す

る

：
ミ

ビ

が

あ

：
久

乙

れ

.

.が
爲
に
惹
&

す
 ̂

ぃ

•
. 

.

以
上
各

M
'の
目

.的
の
外
猶
ほ

.特
殊
的
目
的
：ど
し
ネ

^̂

.

ィ
；
.收
ハ
利.資
.產(

の

取

得

：
.例

へ
F

.

1

.
九
.
ニ
.五
#
 

和
*

®

:

行
：；

は
^

.
必
要
：程
度
：ょ

ぅ

も

遥

か

.

.

.

.

.

 

> 

:
.

.
に

：多

：額

の

金
?:
擁

し

て

困

惑

，の
：狀

_

和 

る
爲
ド
其
準
備
を

.强

.化
す

_

必

要

：を

：有

し

て

ゐ

：：た.か
'ら

、和

蘭
..銀
：行

ル
デ

ン

維

：持

を

；
圖

る

の

'要

は
#

し

な

：
：
か

，
つ

：
た

^
.も
.拘
も
ず

.五
首
萬
磅
の
金

?:
英
蘭
鈒
行

K

讓 

渡
し
、其
手
取
金
を
偷
敦
手
形
市

_揚
ド
投

'資
し

.た
。

即

ち

和

蘭

銀

，行
は
收
利
資
產
を
獲
得
す
る 

爲
1又
其
^

の
.餘

剩

部

分

が

其

利

澗

に

影

響

す

ゼ

ほ

ざ

多

夫

の

も

の

；で

あ

り

た
.が
故
、金

の

®

送 

を
實

.狩
し
た
の
で
あ
る
。
乙
れ

_
.は
.、金
本

_位
制
度

.
の
原
裡

^

_
ら

^

金
：移ハ

^
^

.:
:ロ
輸
入
贸
：易
の
支

»

,
:
'^

ド

折

.々

英

獨

へ

へ

；金

の

興

.
送

を

爲

ヘ

ル

て

今
 

-

■'
.
,

.國

際

金

融

決

や

費

カ

の

恢

：復

；
ゾ

怫

蘭

：西

:0
.
_

,國

.際
^

融

^

の
中

'心
市
揚

^

-5
 ̂

3
れ
.て
'ゐ
る

w

解
せ
ら
れ
る
。

■

'
::
-
ニ

-
放

^

^

の

目

的

ド

第
！ .I

十
艽
卷
：(

九』

九〕

'
“
 

第
七
猇
 

二
五

.. 

:
.
'

.

.
•
: 

.

.

.

,

. 

. 

. 

• 

, 

.
;

:

'

V 

- 
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..
- 

'

.

. 

:

.:

.
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■
:
: 
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.
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I

O

V
拿

顧

際

的

移

動

に

鍊

ぃ

て

^.
J

 

一
 

ニ六 

仞

へ

ば

一

九 
一
^
八

年
れ

獨

逸
.が

#'
■

«

の

金

を

«
:入
.し

たの
：：

は
、佛

蘭

西■

の

余

吸
.
.仗

再

開
^

0

抗

.

.

. 

•' 

• 

•
.

ホ
.

結

.局

は

傘

吸

收

策

の1

手

®

で

は

あ

る

：
が
、外
*

を

金

：を

以
.
て
取
々

.寄
せ

.る

特

殊

の

場

：
 

合
が
あ
る

'0
を
れ
は
ブ
ラ
：

.ジ

.ル
：で
、一
九
こ
セ
年
以
來
歸
結
さ
れ
た
同

_

の
外

»
葜

約
.

は
、聯
邦 

政
府
の
も
の
も
州
政
府
の
も
の
も
又
地
方
自
治
體
の

i

の
も
、皆
發
行
受
記
者
に
於
い
て
手
取 

金
を
ば
疋
金
を
以
て
引
渡
す
ベ
さ
條
項
を
含
え
で
ゐ
た

.0
:從

0

て
；其

起

債
.が
.米
.國

で

.爲

さ

れ 

た
時
.は

紐

育

か

ら

、偷

：敦

で

爲
5

れ
た
時
は
南
阿

.か
ら

.金
：が
ブ
ラ
ジ
ル
に

?0
送

3

れ
た
の
で
あ

る
'0
. 

-

-

.

へ

,

に

^

摘
し
た
樣

k

特
殊
的
移
動
は
民
間

#

社
の
手
ド
ょ
つ
て
も
行
は
れ
る
こ
ヾ

」

•か 

あ
る
勿
論
此
揚
入
ロ

^

は
、直

接

の

，
利

潤

を

服

中
k

置
か

な
く

S

名
間
接
の
利
益

t

企
圖
し
て 

ゐ
る
の
で
ぁ
っ
て
、

一

九
ニ
七
年
末

^

紐
育
か
ら
倫
敦
へ
大
戰
後

*

初

わ

輸

.送

が

行

は

れ

た

時
 

や
其
翌
年
秋

»

:

^

»敦
か

ら

細
育
へ
最
初
の

»

送
が

&

育

0
新
.
.設
仰
買
商

^
.ょ
，つ
て
行
は
れ 

た
時
は
、何
れ
も

.廣

.吿
，や

信

用
?:
博

す

る

爲

に

損

失

を

顧

み

ず

疔

は

れ

た
 

< の

事

で

あ

る

。

此

等

は
.事

例
k
 

,

れ

S

干

の

特

殊

目

的
'で

あ

る

：
が
、此
；等
：の
：目

飾

.の

爲

の

金

移

動

中

こ

f̂e
' 

，
， 

I 

• 

•
-

は
屢
々
現
は
れ
ぬ
も
の
も
あ
，へ
又
一
時
的
性
質
を
帶
び

漸
次
ぞ
の
：重
要
性
を
失
ひ
つ
、
あ
る 

も
の
も
存
す

5

0
併
し
通
貨
政
策
の
爲
の
現
送
の
如
き
は
益
々
重
き
を
占
ひ
べ
き
も
の
で
あ 

る
ど
同
時
ヒ
金
未
位
制
度
の
，一
般
的
普
及
は
各
種
金
移
動

^

十
分
な
機
會
を
典
ふ
る
^
至
つ 

て
居
る
か
ら
、異
種
の
性
質
を
具
ふ
る
移
動

も
現
は
れ
る
：
こ
S

が
あ
ふ
で
あ
ら
ぅ

。
.,.
- 

'
前
に

もI

寸
指
摘
し
た
が
、商

_

的
移
動

^

特
殊
的
移
動

ビ
は
®

論
上
は
明
確
^
區
別
し
得 

る
が
、實
際
上
は
區
別

0,
明
炉
で

(

な
い
場
合
が
あ
る
？、
殊
に
或
る
國
’が
自
國
の
特
殊
の
目
的
の 

爲
に
現
送

?:
行
は
ん

€

す
れ
ば
、勢

a

他
國
の
注
目
を
惹
さ
、殳
抗

.運
動
を
誘
致
し
な
い
€も
限 

ら
な
い
。
其
處
で
其
特
殊
目
的
に
合
致
す
る
ょ
ぅ

^
.商
,

的
移
動
を
誘
發
す
る
手
段
を

V
J

る
 

乙
と
が
あ
る
。
斯
る
瘓
合

^

は
形
式
上
で

.は
商
業

.的
移
動
：で

あ
る
が

、

本
質
は
間
接
.の
特
殊
的 

移
動
で
あ
る
。

一
例
を
擧

C

れ
ば
、獨

逸
は

一

九

ニ

六

年

末
^

伯
林
の
外
ブ
レ

1

メ
ン

R

於

S

 

て
.
金
を
收
受
し
て
金
の
流
入
を
促

し-
た
が

-:
九

-
八
年
末
は
も
伯
林
、ぐム

'
ブ• 

K

<

ダ

k

ン、ブ 

レ
I 
メ：

ゾ
に

於

lr
.
て
金
の
輸
納
を

^

け
た

.0

.
:乙
れ

-
は
輸
送
費
を
縮
少
し

.
_ 

H

金
輸
送

®.
^

動
：す 

手
段
で
あ
る
が
、觅

^

ラ
ィ
ヒ
ス

パ
ゾ
ク
は
金
利
の
引
上
，外
國
爲
替
準
備
の
賣
却
を
行
つ
た
。
 

斯
く
し
て
多
額
の
金
の
流
入
を
見
た
が
、；
れ
は

.技
術
的

^

は
勿
論
：爲
替
相
場

V」

金
輸
送
點

V」

笫ニ：十
艽
卷

(

九
四

I
〕.

金
の
國
際
的
移
動
に
就
い
て 

饬
七
號 

ニ
七

I

I



;

:

 

達

 

笑

:

.の

開

き

を

利
_

#
る
.裁
#

取

引
：
^

S
:で

あ

つ

ナ

足

一

ム

ふ

繁
k

於

い

て

特

殊

的

移

動

の

性

質

を
.，帶
.
、
び

：
て

ゐ

.
た

の

で

0
る
。

,

尤

：も

浙 

ぐ

の

如
3

入

爲

策

は

大

戰

後s

創

意

セ

は

な

：い
、戰#

fc
も
'：採

用

：；

れ

た

所

セ
あ
A

中

央

銀

行 

の

政

策
I

屬

す

る

所

，で

あ
.り

たV
,

併

し

斯
.る

政

策

の

基

調

化

は

、後

：.述

す

る

や

ぅ

化

顯

著

な

變
 

化

の

生

じ

た

て
^
を

否
.；む

之

^

ば

出

來

な

い
0

で

あ

'る

'9
0
。
赢

:

J

 

2

の事
：：

例
2

^

^

^

^
 

參
照
。

三

.金
移
動
の
起
因
。
影
響

;'

■ 

m
r

. 

.

.

J 

- 

.

:

:

:

. 

X 

. .、
 

.

.

.

. 

— 

r

 

• 

•
.
. 

. 

.

:以
上

は

國

際

的

彦

s

 

S

 

5

的
動

因

に
f

實

際

s

 

f

篇

說

し

た
も
の
で

あ
る

J

 

£

りV

其
本

m

的
I

的
s

 

k 

f
因
果
的
獅
？

 

5

 

け̂
れ
ば
な
ら

2
 

換
言
す
れ
ば

£

は
個
別

0

濟
的
立
場

k

立
っ
て
、如
何
な
る

S

 

^
金
移
動
が

'行
は

1

る
か 
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,

:

, 
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,
•
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*
 

.

i

,:
金
の

_
.際
彻
够
動

^

關
す

^

舊
..傘
の
：
_

論

：は
€

ら
靜
的
な
均
»
狀
態
を
其
出
發
激
ど
な
し 

て
居
づ
冶
。ぃ
即
％
典

：

へ
■
ら
れ

.た
：金
の
分
配
；狀
態
を
，前
提
、：4

し
、個
.

^の
國
，の
：物
價
水
'準
が
均
衡 

を

'*
持
し
て
ゐ
る
觖
態

,か
ら
出

'發
じ
て

V
.

の
.均
衡
狀
態
：が
破
壞

_

れ
た
場
：合

k

:金へ
の
移
動
が

成
，立

す

る
''
.
0
_ 

：:

而

'
:し
.
.
.
て
.撕

：多

移
:8
&
;
‘
は
、今

の

：も
0
^
^
^

有

す

名

；
：
ぜ

言

ふ

，
の

.

'

ヤ
.

ぁ

：
：
る:-/
°

.

も

：
ぅ.少

し

真

；
體

供

.

：に
.：

|

日

；
へ

：
ば
«

:

:

:係
*

ヾ0
^

«

が
：凝

.生
す
る

^

商

：品

：及

、
：：び

1/
勢

：ド

對

す̂
相

：：
：耳

の̂

場
.
.が
®

動

す

る
:0
然
:5
’
^.

爲
#

湘

：
場
へ
：
は

、
そ

め

.
變
.：：働
'%
_

起 

及 

:
ぼ

し
^

苒

び

均

衡_
.復

^

-^
,t
L

其

：際.、
爲

簪

相

：場

；
の

：金

：
輸

：
送

_
_
:か
ら

^
^

一 

:

關
：係

國
^

於

け

：る

貨
#
'
:
用

：
：
金

炎

»

す

^

_
 

び

®

勞

の

國
：
.

際

的

：
取

引

：
が
與

衡

を

，媒

き「

し

榀

な

：か

0

せ
_ん
.
'ど
す
る
テ
斯
ぐ
し
て

.

爲
：替
相
：場

'の
：動

.輪
を
迤
じ

.て
询
動
'す

る

金
運

_動
は
、：ー
方
た
於
い
て 

:は
、相
場
，..の
土
：に
.
.矯
論
作
用
を
及
ぼ
し
て
商
：品
及
び
，動
务
^
對
す
る
需
要
を
變
動
せ
し
む
る
ビ 

:

同
時

R
、他
.：方

’f

m

lr
て
ば

-«

內
に
於

.；_け
；る

'通
:«
機
|
|?:
通
じ

_て
そ
の
勢
ひ
：

|:
.助

：長

：し
、
以

：
て

物 

價

均

衡

の«

態

.:
?

:

現̂

す
^

ド

至

る
^

_

ふ
^

^

. 

即

：
ち

以

：
上

の

如

さ

：古

典

；
律

：

の

：舞

じ
$

働

的

*
淦

移

動
«

構

、
で

ぁ

名

。
：
，
；
'

前

項

琬
^̂

『

. 

_

，

働

的

：
な
.，
織

制

き

：
用

：
を

：

.其
：
*

^

$

,

笫
1
1十
3:
卷

(

九
六
1
> 

金
の
：.國
際
的
夥
敷
尺
就
ぃ
そ'

 ̂
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六
ニ
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■

藤

就

.等

' 
べ

^
^
^
、
パ

へ
.

一

'

第

七

號

四

、

fe
#

%
用

茨
1

^

0
妻

情』

■

#

.化
k

,
,J
t
备

本

或

：：
#

避
：
_
 

S
K

制

：
限

を_

妙

：
亦

け

：：
れ
：
ば
：

な
：
ら

ぬ
：
 

^
0
.
4
. 

^

碎

：黙

著

姑■

ベ
.著

慮

择
k
v置

：
け

0

於

け

る

金
 

移

®
:辟

太

體ic
#

S
」
て
：：：國

：：

際
.

§
.

不

轉

衡

を

爵

す

る
’
自
_

的

向

：
復

：
の
.作

用

：
で
'
あ
0

:
;た

：
の' で

：
あ

る

.
。 

葦

し

戰

：
前

金

：
本

：
位

刺

細

I

神

：
は

夫

妨

^

る

齊

情

の.作

用

せ

奴

，

多
I

要

梨

：式

養

占

め

を

：
商

寒

的

余

移

動

は

自

働

的

矯

制

作
 

用

を

發

揮

す.
.灸

衆
#

た
-
の
：
で

も

る

；。
.

へ
，

：
：
,
.
.

が

ら

嫌

前i

逢

奈

务

自■

的

_
で1

1

^

 

>

R

全
^
:
:放
：
.任

冷

れ

声5

芦
♦

次
-第

：；
でi

な

s

o
ハ
：
此

：
場

合
:*
大

:^
#

;«
を

有

す「

る
。
も

の

は

貨

幣

制

：

度
；：

で
.あ

：
る

：
。

...

即

も

拿

幣

は

物;«
_

.^
要
聚
病ビ
し
一
て.金

移

へ

動

摘
*

の
*

要
'
,な

#

成

部

分

で

あ

る
，
か.ら

、
金.運

，
動
£

S

 

0

ビ
が

平

行

す

斧

限.

CV、

金

参

動

が

自.働

的

た

，
物

脅

均

衡

の

作

用

を
 

盡

く

す

の

：
で

あ

る
,,
°
:
而
6

て

；

の#

旬

余

貨
.：
か
：
ら

成

る

金

本

位

刺

摩

の

，

®

合

：
で

あ

る

.
辦

 

た
。
 

多

か

れ

少か：：

れ
'余

貨
I

通
k

附

す

る

？
同
時
に
、余
；难
0

H

$

 
i

ょ
る
紙
幣
を 

I

行

す

，
る

の'が

本

;®
制
度
：の
#

準

趣

式

V

あ

S

の
で
本
る
。

神

ち

多

く

の

金

本
I

私

於

s

 

.て
は
金
食
紙
幣
又
は
小
切
手
が
支
拂
手
段

ビ

し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る

か

ら
、流
人
す 

'
.る
金
が
通
貨
數
量

k

及
ぼ
す
影
響
名

•■
*

A
n
f
c
，ょ

0

て
同
一
で
は
な
い
。
若
し
流
入
す
る
金
が 

直
接
流
通
場

‘裡

R

現
は
れ
て
準

«
^

し
て
利
用

さ

れ
る
Z

ヾ

」

が
な
け
れ
ば
、通
貨
の
增
加
量
は 

JE
k

そ
の
金
、の
金
額

.に
等
し
い
。：
是
れ

R

反
し
て
若
し
を
れ
が

®
接
中
央
銀
行
の
手
^
收
め 

^

れ

‘て
幾
倍
：か

'0
紙
髂
筆
行
、の
甚

.礎
：5

な

>

*1
£

ド
此

«
離
が

.商
：業
銀
行
の
支
拂
準
備
金

w
な 

P

て
.幾
倍
か
め
信
用

*

張
；の
用

k

供
せ

&
 

^
机
ば

’理
論

01
め
.通
貨
膨
脹
は
甚
だ
莫
大
で
あ
る 

.
V
J

言
は
な
け
れ
ば

*

ち
ぬ
。
實
際
上
で
は
必
ず

-b
も
理
論
上
の
限
界
ま
で
膨
脹
せ
し
め
ら
れ 

4

か
つ
た

S

は
言
へ
、旣
は
金
本
位
制
度
が
斯

..る」

若 

'于
^
入
爲
的
要
素
を
包
含
し
て
ぬ
た
の
で 

あ
る
が
ら
、金
流
出
入
：の
通

.貨
數
量
及

.び
物
價

k

及
ぼ
す
影
響
^
決
し
て
完
全
ド
直
接
且
つ
自 

'
働
的
の
本
の
で
は
な
が
：つ
た
の
で
あ

.る
。
,.
'V

.
:

,ハ：

又
貨
幣
制
度
が

^

述
；
0'
如
^

場
合
に
は
、金
移
動
の
影
響
は
中
和

^

れ
得
る
，の
で
あ
る
。

即 

ぢ
銀

行

殊

に

中

，央

銀

行

の
政
策
グ
ょ
つ
て
，金
移
：動

の

通

貨

數

量
k

與
へ
る
影

#

5:
直
接

k
、そ 

れ」

の
物
價

.へ
の
影
響
を
間
接

^
、排
除
す
る
之
琴
が

.出
來
る
の
マ
：あ

 ̂

ノ
 

策
，の

@.
德
に
な
る
か

」 w

运
ふ

^
、そ

'れ
は
金
準
備
の
保
護
で
あ
る
。：
蓋

.し
紙
幣
及
び
.信
用
の
上

镇】1

十
艽
卷

(

办
六
.三)

命
の
國
際
的
移
動
に
就
い
て
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金
の
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際
的
移̂

S
 

笫

七

號

五

o

部
構
.造

組

織
が

金
の
基
礎
の

M

^
存

立

し

て
P

る
.
か
ら

で

あ

る

。

其
處

で

大
戰

前

に

於
l r

て 

も
、金
移
動
の
作
用
を

.促
進
又
：

は

；緩
和
す

る

方

策

が

採

ら

れ

た
の
で
あ
る
が
、斯
る
方
策
^
は
大 

别

し

て

ニ
種
類
が

あ

る

：？
ン
：
：

'

ィ

.」
方
は
爲
替
相
場
に
影
響
を
與
ふ
る
も
の

;

，

.

：
' 

'

.
■
,
ゃ
ぐ
他
の

1

方
は
金
移
動
を
發
現
す
べ
さ
金
輸
送
點
に
影
響
を
與
へ
る

も
の

ィ
の

.
方
策

ビ
し
て
は
中
央
銀
行
の
割
引
政
策

S

公
開
市
揚
政
策

ビ
•

かあ
る
。
前
者
は
割
引 

步
合
の
變

sl
k

よ
つ
て

爲

替

相
場

.k

影

#
を

與

ベ
よ

う

ど
す

る

方
策
で

あ

る

；
か

、
そ

の

影
-#
に 

就

い

て

は

金

利

，匕
相
場
ぐj
の

關

係
k

關

す

る

前

項

所

述
F

X

つ
て
明
か
で
あ
ら
う
。

後
者
は
、
 

中
央

鈒

行
が
一
般
市
場

.に
出
動
し
て
有

.價
證
券
、手
形
等

の

寶
買
を

行

ひ、金
融
資
金
の
數
悬
を 

調
節
し
て
市
場
を
統
制
せ
ん

ビ
す
る
方
策
で
あ
る
が
、此
種
の
政
策

^

よ
り
て

も
爲
替
相
場

k 

影

響

を
與

へ
得
る

.で
あ
ら
う

0

併
し
公
開
市
場
政
策
は
前
者
の
補
助
手
段
、ヒ
し
て
利
用

3

れ 

て
來
た
か
ら
，從
來
は
あ
ま
{
重
要
視

3
れ

ず

、
、王k

割
引
政
策
に
訴
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る

o

即 

ち
大
戰
前
に
於
い
て
は
、金
準
備
高
の
增
減

k

應
じ
て
多
か
れ
少
か
れ
自
働
細

k

銀
行
利
率
を 

變

i£
す
る
傾
向
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
金

流

出
の
爲
に
準
備
高
が
減
少
し
て
一
定

5®
又

よ

發

•

行
舵
幣
高
に
對
す
る

.ー
克
地
赛
以
下

^

降
る
ど

« :
行
抓

# -
を、卵

4

げ
た
。
■
ち
そ
の
外
上
に 

, 

ょ

つ
て

金

流
出
の
勢
ひ
を
阻
止

し
、或
は
却
つ
て

流
入

の

趨
勢
を
助
長

す
る

.の
で
あ
る
。
.而
し

て
金
の
流
入
あ

°

て
準
備
高
が

.或
る
程
度
以
上
に
具
る
ど
、銀
行
利
率
の
引
下
を
行

0

た
。
即

. 

ち
乙
れ

^

ょ
つ
て
流
入
を
阻
止
し

.て

，通
貨
膨
脹
を
抑

.制
し
、或
は
流
出
^
轉
ぜ
し
む
る
の
で
あ 

る
。
英
蘭
銀
行
の
割
引
政
策
は
乙
の
事
例

V
J

し
て
最
も
著
名
な
も
の
で
あ
る

。
.

併
し
な
が
ら
割
引
政
策
は
常

^

1

般

^

採
用

3

れ
れ
譯
で
は
な
く
、又
其
效
果
も
決
し
て
絕 

對
的
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
蓋
し
市
揚
の
狀
況

^

ょ
つ
て
は

'期
待

3

れ
た
程
の
效
果
の
現 

は
れ
ぬ
場

合

も
あ
々
、又

國

R

ょ
つ
て
は

一

般

R

金
利
：が
齋
歩
化
.在
つ
て
も
金
を

.引
&
つ
く
る 

力
の
不
十
分
な
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
其
處
で
ロ
の

■政
策
即
ち
金
輸
送
！

i

を
變
ぜ
し
め 

て
金
流
出
を
阻
止
し
又
は
そ
の
流
入
を
助
長
す
る

&

策
が
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

i

れ
に
腐 

_

す
る
も
の
に
は
、例
へ
ば
金
打
步
政
«
利
子
負
擔
を
免
れ
し
む
る
爲
に
す
る

.金
k

對
す
る
前
拂 

政
策
等
が
あ
る
。
金
打
步
政
策

g
o
l
d
.
p
r
e
m
i
u
m

 

p
o
l
i
c
y

は
金

^

對
し
て
打
步

t

與

へ

-

^

の

自

國
 

退
去
を
阻
止
せ
ん
ど
す
：る
も
の
で
あ
る
、何

ビ
S
れ
ば
金

^

與

ハ
ら
れ
た
打
步
だ
け
は

¥0
送
者 

が
之
を
輸
送

.費
中

^

加
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
：か
ら

^

れ
丈

_

出
點
を
法
定
_

價
か
ら
引
き

:
第
二
十
五
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國
際
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金
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際
的
•柊
動
に
就
い
’
て

 

. 

第七
.號

i

一

離
す
か
ら
で
あ
る

Q

之
を
實

fi
r
'
bだ
の
は
舞

»
.西
で
、優
蘭
西

_

行

ぼ

其

寒

擇

ー

に

々
金
貨
又 

は
'五
法
鈸
貨
を
以
て
兌
換
を

.行
ぶ

I

が
出
、來
た
か
ら
、若
し
輸
出

.の
爲

ド
兌
換
を
請
求
す
る 

者
あ
る
揚
合

^

は
銀
貨
を
交

.附
す
る

o
. 
0

貨
を
以
て
は
輸
出
の
目
的
も
達
し
得

^.
lr
故
金
の 

交
附
を
希
望
す
れ
ば
、金

R

對
'し

.て
一
鬼
割
合

3

—

六

%-
y
の
打
歩
を
附
し
た

-o
即
ち
そ
の
打

 ̂

だ
け
髙
價

k

金
を
賣
却
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、金
流
出
に
對
し
て
多
少
の
妨
害
^
な
ら
ざ
る
を 

得
な
い
の
で
あ

.る
。
' 
利
免
負
擔
知
免
れ
，し
む
る
爲

k

す
る

#

k
對
す
る
：前
拂
政
策

.
J
l
s
t
- 

free 

a
d
v
a
n
c
e

 

o
n

 

g
o
l
d

 

.

.ビ
云
ふ

.の
は
、前
者

^

は
反
對
に

0

送
者
を
じ
て
現
送
中
の
会

T-
I
J,'た
け
の 

負
擔
を
免
れ
得
る
様
に
輸
入
金

R
,對
し
て
前
拂
び
す
る
方
法
で
、金
輸
入
®
を
そ
れ
だ
け
近
ぃ 

.
ら
し
め
て
流
入
を
獎
勵
す
る
，も
の
で
あ
る
。
例

'へ
ば
自
國
に
現
送
せ

■ん
ど
す
る
者
に
臂
し
て
、
 

金
を
外
國
か
ら
積
出
し
た
當
日
に
得
金

^

前
拂
ひ
す
る
の
で
あ
る
？
或
は
買
上
化
際
し
て
现 

送
中
の
金
利
だ
け
高
價
を
與

\

 

m

:

 !

で
务
る
が
、爲
替
相
場
が
輸
入
接
近
し
た
場
合 

it
は
ょ
々
早
く
流
入
を
促
す
の
で
お
る
。
獨
逸
ラ
ィ
ヒ
ス
バ
ン
ク
は
金
流
出

■防
止
の
爲
に
割

. 

弓
步

合

t

引
上

C

る
の
外
、吸
收
の

.爲
k

斯
る
方
策
も
採
用
し
た

9 
'以
上
の
ニ
方
策
は

直

接
爲 

赞

相

*

>
變
勸
せ
し
む
る
も
の
で
は
な
く
、金

0

.

0

黯
k

影
«

?:
■
與
ふ

る，
政
策
で
あ
る

が
、
«:
等

S

趣
を
異
ド
し

.寧
ろ
：！

'
M
の
公

g

市
翁
政

?

 M

才
べ
き

■手
段
が
戰
前

k

於
ぃ
て
も
行
は
.れ 

た
そ
れ
は
外
國
爲
替
手
形
政

»-
F

o-S
.
g
n 

bill 

p
o
l
i
c
y

ど
も
稱
す
ベ
さ
も

.の
で
あ
つ
て
、單

こ
中 

央
銀
行
が
.金
融
を
綏
和
又
は
緊
締
め
，る，必
要
あ
る
場
合
に
市
場

k

出
動
し
て
證

f

手
形
の
賣 

質
を
爲
す
政
策

.で
は

S
く
て

^

國
爲

_

举
■

を

利

用

し

.て
金
流
出
を
阻
业
す
る
方
法
で
あ
る
A 

故
化
乙
の
方
法
ほ
，他
の
金
本
位
國
に
於

0

、て
支
拂

M

CX
割

引

_

れ

#

る

多

額

の

外

國

鍚

替

手
 

形
を
其
資
產
中
に
保
有
す
る
中
央
鈒
行
の
採
用
し
た
所
で

.あ
る
。.
例
へ
ば
自
國

の

八

國

•宛
爲 

替

相
場
が
金
輸
出

.勲
k

接

近
し
セ

金

流

出
の
開
始

^

れ
ん
ヾ

」

す

る

場
合

k

は
在

外

資

金

引

宛 

の
手
：形
を
賣
出
せ
ば
ょ
い
の
で
あ
る

.が
ビ
れ
が

.爲

^
、數

0-
狀

;̂
そ
の
保
有
手
形
の
適
當
額

?: 

A

國
に
於

S

て
割

•引

^

附
し
て
資
金
せ
し
、其
資
金
宛
の
乎
段
を
賣
出
せ
ば
相
場
が
'輸
出
點
に 

到
達
す
る
を
止
び
.るこ
ど
が
出
來
る
。
.又反
對
：に該
；資金

.を

以
'
,て
A
.國

に

於

い

て

.自

國

宛

の 

手
形
を

鱗

入
し
て
も
.略
ぼ
同
一
の
效
果
を
收
む
る
'こ
ど
が
出
來
る

'0
即
ち
斯
く
の
如
さ
方
法 

を
以
て

»

出

1»
の
.到
.來
.を
防
止
じ
得
る
の
で
あ
つ
て
、大
戰
前

^
.の
手
段
^
最
も
多
く
依
賴
し 

た
の
は
塊
太
利

.匈
无
利
鈒
行
で
，あ
つ
れ
の
，で
あ
，る

？
.
，
;

,

以
上
の
如
：く

.

大
.戰

前

に

於

v>
セ
も
各

®

の
政
策
を
以
で
金
移
動
を
姐
止
せ
ん
ビ

L>
た
場
合

:

第

ニ

十

艽

卷

(

九

六

七

)

金

の_

蟒

的

移

動

忙

就

ぃ

て

：
' 

.

第

七

號

 

i



笫
ニ
十
诋
卷
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九
六
/\)

金
の
國
際
的
移
動
に
就
ぃ
て

 

第

七

號：

五
四

が
存
し
た
こ
ヾ

」

は
勿

■

で
お
る
が
、併
じ
全

®
;ょ
か
觀
れ
ば
、割
引
政
策
に
ょ
る
直
接
間
铰
の
影 

響
を
通
じ
て
余
を
移
動
せ
し
め

‘以
七
何
等
か
の
國
際
的
不
均
衡
を
整
正
せ
し
む
る

ビ

云
ふ
の 

が

1
.

般
的
傾
向
で
あ
：

a

た
の
で
あ
る

。

/

:

' 

ニ 

‘

' -

世
界
大
戰
前
に
於
け
る
金
移
動
の
一
般
的
傾
向
が
前
述
の
如
く
で
あ
つ
た
の
は
、全
く
當
時 

各

M

の
樹
立
し
文

ば

せ
ん

ビ
し
た
金
本
位
制
度
が

英

宵

利
を

«

國

ど
す
る
そ

0

制
度
：即
ち
'自 

働
的
性
質

の■
も
の
で
あ
つ
た
か
ら

.
で
あ
る

0
'固
义
ぅ

.世
界
大
戰
は
金
本
位
制
度
の
：全
般
的
停 

止
?:
齎

ら
し
た
か

&

•金
移
動

k

對
し
て
も
を
の
，活
動
範
圍
を
頗
る

狹

小

な
ら
し
め
結
局
多
く 

は
特
殊
的
乃
至
は
行
政
的
移
動

.
の
み

.ビ

.

な
つ

た

が
、戰
後

各

國
の
金
本
位
制
度
へ
の
復
歸
殊

R 

1

九

ニ

五

年
の

英

吉

利
の
©

歸

は

界

び

金

の

_

暌

的

參
»

を
刺
戟
し
*
.
九

一
一
八
年
に
至
つ
て 

»

範

圆

は
殆
ん

V
j

全

世
界
に
擴
大

3

れ
る
に

至
つ
、
和
9

.#
し
.な
が
ら

W

建
^
れ
た
金
本
位
制 

朦

は
決
し
て
舊
來
の
そ
れ
で
は
な
く
、幾
多
の
新
ら
た

s.
*

相
を

ば

有

し
て
ゐ
た
の
で
あ
る

o 

1

言

を
以
て
蔽
へ

ば
、多
分
の
管
理
的

•人
爲
的
性
質

?:
包
容

す
る
k

至
つ
た
の
で
あ
る
。
從
つ 

て
乙
の

*

«
の
上
に
行
は
れ
る

金

移

動
•
か

犬
:®

前

Q
儘
で
あ

i

得
な
い

.こ

ビ
は
當
然
で
あ
る
。

こ 中 か 今

せ a う を  

ら 。 の

ど
o

戰
後
の
特
殊
.性
を
述
べ
る
前
に
金
本
位
制
度
に
現
は
れ
た
若
干
の
推
移
を
擧
げ
て
置

殆
ん

V」

總
ゅ
る
國

k

於 

れ
た

Z

ビo

從
つ
て
金
貨
兌
換
は
、金

い

て

金

貨
は

流

通

場

裡

か

ら

引

上

げ

ら

れ
て

中、

央
銀

行

塊

又

は

外

國

金

爲

替
兌

換

或

は

雨

者

中
- 為

の

選

擇

R

變
'O

1z

C

外
國
爲

#

を
金
準
備
に
加
ベ
得
る
中
央
銀
行
は
、屢
々
國
際
金
融
中
心

.地
殊
に
紐
育
及 

び
偷
敦
に
於
け
る
互
額
の
在
外
資
金
を
準
備
ど
し
て
有
す

‘る

^

ヒ
。，

d

外
國
爲
替
を
準
備
に
加
へ

0

^
否

^

仅
拘
ら
ず
、多

;<
-
の
場
合
新
法
雜
^
宠
め
ら
れ
た 

準
備
高
は
、紙
幣

發
行

高
又
は
紙
幣
發

行

高
ど
中
央
銀
行
の
要
求
拂
'債
務
ど
の
總
計
に
對
す
名 

一
定
割
合
を
以
て
示

さ
れ
て
ゐ
る
こ

K

0

ち
此
例
準
備
の
一
般
的
普
及
。

.
以
上
の
如
さ
變
化

k

加
ふ
る
に
，金
そ
の
も
の

^

就
い
て
は
全
く
少
數
國

—

殊
k

合
衆
國 

——

へ
偏
在
せ

.る
こ
ど
、並
^
各
國
の
金
本
位
制
度
遝
用
に
關
す
る
政
策
及
び
方
針
が
一
變
せ 

る
乙

S
、等
の
事
情
が
存
し
て
ゐ
る

o

.

■

'

 

.ご
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第
二
十
霧
：

(

九七
8

命
の
國
際
的
移
動
に
：就
い
で 

¥
七

躲

5
ハ

ぐ
そ
こ
で
此
等
事
態
の
變
遷

S

伴
し
た
戰
後

.金
移
動
の
特

s

k

m
し
て
一
般
的

k

言
へ

.

.̂
.
.■
.
:

へ.：
,'
,
 

r 

.
V 

-
⑴

先
づ
第

 

一
K

金
本
位

制
度
，普
及
の
結
果
金
移
動
の

.範
圃

k

擴
大
を
齎
ら
し
た

Z
どo

殆
ん
ミ
唯
一
の
銀
本
位
國
ど
し
て
殘
る

^

華
民
國
、未

^

樹
立

^

成
功
せ
ざ
る

.ニ

.三

弱
小

國
及

び
金
輸
出

«

禁
.北
を
爲
ム
た
若
辛
國
以
：外
は
皆
金

.本

位

國で
：：

あ

る

：
か

ら

、
此

方

面

か

ら

金

.需

■要

を

增
加
す
る
の
み
な
ら
ず
、主
要
國

k

於

け

る.金

を
以

て
準
備
ず
ベ
会
銀
行
券
流
通
高
が
戰
前

ょ
3

:̂
增
大
し
て
居
る

^

'
及
び
：各
國
杈
於
：：け

る

鈸

行

券

並

^
準
備
規
定
の
ァ
メ
リ
力
式
へ

の

改
JE
は

:̂
れ
«

た
金
需
.要
：の
.
增
加
を
、示
し
て
ゐ
る
。

之
^

加
ふ
る
に
、金
«

分
配
の
問
題
、賠

偾
及
び
戰
偾
の
問
題
、國
際
貸
借
不
均
衡
の
問
題
等
の
存
在
は
、金
移
動
を
頻
繁
な
ら
し
む
る
因 

ど
な
る
で
あ
ら
ぅ
。

、
 

、
： 

一

.

.

*
 

作從つて金移動の起因並に目的は戰前

R

於
け
る
ょ

々
も
遙
か
ド
多
種
多
様
な
る

. 

を
示
し
て
，

Q

'a
乙
^

0

-
. 

'

(3
)

.
而

も
商
業
的

#

殊
的
及
び
行
政
的
の
各
種
型
式
の
移
動
•かそ
れ
ぞ
れ
占
む
る
地
位
は

m

名

R

變
じ
た

Z

ビ
パ
殊
に
英

吉
利
の

余
本
位
'復

歸

^

先
立
つ
.十

一
年
間
の
貨
幣

M

变
混
亂

a
T
W
J
H
»
1
4
.
3
<
5

e>

時

代

は

其

相
»

的
.

重

恶

性
^

變
m

t

齎

ら

し
#

殊

的
^
 
m

 

e

主
：要
型
式
^
抨
し
進
め
气 

此
種
移
動
の

.

增
加
は
金
本
位
制
度
連
用
に
對
す
る
各
國
の
方
針
の
變
化
を
示
し

.

て
ゐ
る
。

次

^

各
國
政
府
並
^
屯
央
銀
行

0.
政
策

^

し
で
は

、
：
：''
.
:

⑴

特

殊

的

現

送

を

.實

行

3
.

な

.い
場

.合

^:
は

.割

引

政

.策
及
び
公
關
市
場
政
策
を
採
る

乙

ど
。

Z

の
金
移
動
對
策
は
夫
戰
前

k

ル
行
は
れ
た

乙

ど
旣
畠
作
通
々
で
あ
る
が
、趴
し
戰
前

R

在
つ 

て
は
其
發
動
が
消
極
的
で
あ
つ
；た
。

.換
言
す

.
れ
ば
金
移
動
の
反
作
用

t

助
長
す
る
程
度
で
あ 

つ
た
。
而
し
て

‘
多
く
の

.
揚
合
諸

.市
場
間
の
利
鞘

^

:
ょ
6

資

金

の

：國
.際

的

流

出

入

を

刺

戟

し

て 

其
目
的
を
達
し
た

.
の
で
あ
る
。
然
る

.
k

戰
後
は
此
政
策
が
廣

X

1

般

k

行
は
れ
且
つ
積
極
的 

ど
な
つ
た
。
殊

^
.割
引
政
策
の
み
の
奏
效

.は
常
ド
確
實
で

'
は
，な

.：い
か
ら
、公
開
市
場
政
策
’か盛 

ん
R

利
用

3

れ
る

R

至
つ
て
ゐ
る
。：

(2
)

幾
多
の
中
央
銀
行
は
、金
移
動
を
綏
和
；輕

"減
す

る
：：

爲

ic
そ
の

.外
國
爲

.替

準

.備

を

以

て

爲
 

替
市
場
に
于
渉
す
る
乙
ど

0

.此
方
法
は
旣
述
の
樣

^

大
戰
前

^

も
存
在
し
た
が
、戰
後
金
本
位 

復

活
以
來

一:

餍

|
般
.的

^
な
.る
に

'至

0.
.
た
。

.

.ノ
：

，
' 

.

.

,

(3
)
.'
‘各
國
政
府
並

k
.中
央
銀
行
は
金

.準
備
：保
,

の
爲
^
可
及

.的
金
の
吸
收
又

.は

.少
く

ビ

も

第
二
十
五
卷

.

(

九
七二

)

金の

.國際的

’移
動

に

就

.い
て
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七
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•

'第一r

十五卷：

c

九
七
ニ)

金
の
國
際
的
移
動
に
就
い
て
 

第
. ！：

號

五

，>

減

少

防

业

の

政

策

?:
-
採

る

こ

^
。.
，世

界

金

保

有

高

の

.半
ば
近
く

 

k
領
有
す
る
合
衆
國
を
我

(

 

て
は
何
れ
の

.國
も
出
來

る

丈
金
の
吸
收
或
は
流
出
防
止
に
力
め
、以
て
金
準
備
を
保
護
し
て
ゐ 

る

一
*

k
は
金
本
位

®

度
の
普
及
金
偏
在
の
事
實
が
存
し
、他
方

^

は
金
の
年
々
の
貨
序

£
= 

供
給
が
限
ら
れ
て
居
る

—

年
_々
の
產
出
額
は
略
ぼ
同
一
の
八
千
离

a

臺

に

居
々
、そ
の
中
約 

六
.

#グ
貨
幣
用
に
，向
け
ら
れ
て
ゐ
る
が
、將
來
の
豫
想
は
減
少
す
る
ど
も
增
加
の
見
込
は
妙

lr 

に
際
し
て
斯
る
金
吸
收
策
は
勢

a

金
の

#

奪
即
ち

i 『

金
戰

#』

^

至
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
 

仑
の
極
端
な
場
：合
は
佛
蘭
西

^

之
を
求
む
る
こ
ど
が
出
來
る

0

1

體
余

^

對
す
る
過
大
の
國
際
的
需
要
は
、各
國
の
爲

#

相
場
、物
價

2:
動
搖
せ
し
め
て
國
民 

の
經
濟
生
活
を
脅
威
す
る

w

同
時
に
、現
在
に
於
い
て
は
最
良
の
貨
幣
制
度
ど
認
め
ら
れ
る
金 

本
位
制
度
そ
の
も
の
、
譃
礎
を
危
殆
な
ら
し
む
る
虞

.
か
あ

.

る
。
故
に
中
央
銀
行
の
金
需
要
を 

統
制
す
る
爲

^

幾
度
か
國
際
的
協
調
が
企
て
ら
れ
た
が
、ブ
ラ
ッ
セ

,
及
び
デ
エ
ノ
ァ
の
會

91 

は
此
企
圖

の
第
！步
で
あ
つ
た

。
.
而
し
：て國
際
的
協
調

——

勿
論
消
極
的
の
協
調
で
あ
る
が 

I

は

一
九
ニ
七
年
初
頭
纪
至
る
ま
で
は
大
體
保
持
さ
れ
た
が

#;
蘭
西
が
通
貨
安

定

の

爲

R 

大
量
の
金
買
上
を
始
む
る
汶
至
っ
て

4?
び
破
壞

^

れ
た
。

佛
蘭
西
は
ー
九
ニ
六
年
末
化
法
安

定
R

着
手
し

.て
以
來
、中
央
銀
行
の
金
保
有
高
は
遙
か

^

ニ
倍
以
上

^

昇
つ
て
ゐ
る
。

乙
の
吸 

收
は
先
づ
、巴
里
宛
相
場
の
關
係
か
ら
巴
里
へ
の
金
輸
出
を
有
利
^
す
る
多
數
諸
國
か
ら
ー
樣 

R

行
は
れ
た
の
で
あ
る
が

•併
し
偷
敦
か
ら
は
引
續
さ
一
方
的

^

起
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
結
果
偷 

敦

k

入
ぅ
來
る
南
阿
産
金
の
大

.部
分
が
巴
里
へ
移
動
し
た
の
み
な
ら
す
、又
英
蘭
銀
行
が
他
方 

面
か
ら
受
入
れ
た
多
量
の
金
を
も
喪
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
運
動
は
、國
際
決
濟
銀
行
が
其
紐 

育
偾
權
の

1

部
分
を
歐
羅
巴
へ
移
し
た
時

*

く
落
潮
に
向
つ
た
。

乙
れ
が
爲

R

巴
里
の
爲
替 

相
場
は
紐
育
に
不
利
、偷
敦
に
有
利
に
移
動
か
ら
、爾
後
紐
育
が
偷
敦
^
代
つ
て
金
供
給
の
役
割 

5:

勤
め
始
む
る
乙

V」

?

な
，つ
た
。

以

上

の

事

例

は
、恐
ら
く
そ
の
量
の
問
題
を
划

^

す
れ
ば
特 

^

注
目
す
べ
さ
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
頻
繁
な
金
移
動
は
常

^

存
し
て

0

ぅ
、又
金
本
位
の
原 

理
は
、之
を
國
際
收
，支
勘
定
の
重
要
な

匡

JE
ヾ

」

し
逼
多
並
に
過
少
の
國
內
通
貨
數
量
を
平
均
す 

る
唯
一
の
手
段

V

J

5へ
な
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
を
れ
に
も
拘
ら
す
此
事
例
が
世
人
の
視 

聽
墓
く
に
至
つ
た
の
は
、關
係
諸
國
の
中
央
銀
行
が
そ

n

k
對
し
て
拂

0

た
特
殊
の
態
度
か 

ら
出
で
た
こ

?£
で
あ
る

。

：

.

即
ち
英
吉
利
に
於
い
て
も
又
怫
蘭
西

^

於
.い
て
も
、此
連
歡
か
ら
疋
常
の
場
合
‘に
與
へ
ら
れ

笫
ニ
十
五
、卷

(

九
七
1

5

金
の
國
際
的
移
動
に

就

い

て
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號
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擊

S

 

(

證

_

|

|

を

 

I

 

g

:

る
#

通
の

I

I

か
ぅ
ど
は

考

〕

！

れ
あ
か

っ〉

S

吸
蒙

。.
，
英

鼠

鈒
行
は
、
外
の
場
合
な 

ら
は
强
度
の
金
流
出

k

反
作
用
を
及
ぼ
す
爲

^

數
最
說
ド
勢
つ
て
割
引
步
合
の
引
上
、信
有

M
 

限
流
動
資
金
の
，.引
上

等

の'事
段
を
採

る

の
' 
で
.あ
；
る
.が
、
斯
る
方
策
を
中
止
し

た
。

寧
ろ
此
種
の 

M

貨
收
縮
を
目
的

ビ
す
る
手
段
，

S

み
S

度
は
最
も
卒
直
な
槻
械
的
强
制
チ
段
を
採
つ
た
。
 

即
ち
I

銀
行
は
、純
金
の

'交
附
又
；は

佛

蘭

西
£

 S

て
必
要

*

さ
れ
た
成
分
を
有
す
る
余
の 

交

,?
拒
絕
し
た
。

t

れ
は
純
金
の
ス
ト
ッ
ー
ク

.
が
：缺

乏

し

？

ゆ

理

由

か

ら

で

あC
V

た
が
、佛 

蘭
西
銀
行

i

位
九
九
五
以
下

2

塊

S

入
I

▲

し
た

f

、偷
敦

f

 

S

へ
の
現
送 

は
改
鑄
の
爲
の
費
用
ど
，利

子

ビ
を
要
す
る
こ
ど
、

.な

0

た
：

。
:

併
し
金
輸
出

®

を
人
爲
的
^
多 

敏
せ
し
め
た
が
、結

2

流
出
そ
？

の
は
防
止
次
れ
灰
妒
つ
た
。
同
様
に
佛
蘭
西
銀
行

1

 

常
の
本
位
政
策
的
理
論
を
殆
ん

1

5

せ
な

か
つ
た
。
、同
行
は
其
割
引
步
合
を
引
下
げ

も 

し
な
け
れ
ば
，

又

外
國

資
金
の
流
入

並

k

從
つ

て
金
輪
入

^

反
動

作
用

を
及
ぼ
す
べ
き

信
用
政 

策
を
採
ル
も
し
な
か
つ
た
。：
佛
蘭
西
の
金
裁
定

^

ft
敦
市
場
^
於
け
る
人
爲
的
管
理
を
避
け 

ん
が
爲

長

.
ミ
の
關
係
を
絕
ち
、直
接

ト
ラ
ン

?

 
r 

I
ル
金
鑛
代
表
者
か
ら
金
購
入

?:
始 

め
た
時
で

も
、佛
蘭
西
銀
行
は

.そ

の

金

，運
動
を

寧
ろ
放
任
し
て
ね
た
の

^

あ
る
？

I

.

斯
樣
に
し
て
兩
發
，券
銀
行
の
實
際
上
の
態
度
は
個

.々
の
0

で
は
相
ひ
對
立
し
て
ぬ
た

I

 

即
ち

I

方

.で
は
暗
々
裡
の
輸
出
防
壓
、他
方

.で
は
暗
々
裡
の
輸
入
促
進

—
け
れ
ざ
も
®
者
の 

政
策
は
同

1

線
上
を
進
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る

s

o
換
言
す
れ
ば
兩
者
は
金
移
動
に
對
し
て
古 

典
理
論
に
準
據
し
た
方
策
を
以
て
對
抗
せ
ず
、«
ひ
對
立
し
目
的
を
以
て
金
爭
奪
に
沒
頭
し
た 

.の
で
あ
る
。
而
し
て
一
九
ニ
八
苹
の
，フ
ラ
ン
の

.法
律
上
の
安
定
以
來
法
相
場
は
磅

•兆
、グ

\
デ

シ
R

對
し
て
殆
ん

V」

引
續
き
打
步
を
有
し
て
ゐ
た
か
ら

*

々
巨
額
の
金

.が
偷
敦
、紐
育
、ァ
ム
ス

1
. 

.

.

.

.

.

.
 

•

テ

,

ダ
；ム
か
ら
巴
里
へ
個
人
的
裁
定
に
ょ

.っ
て
齎
ら

3

れ
た
。
そ
の
結
果
佛
蘭
西
の
金
準
備 

は、合
衆
國
の
八
億
磅
，英
吉
利
の
僅
か
に
一
億
五

.千
萬
乃
至
ー
皿
六
千
萬
磅

k

對
し
マ
四
億
ニ 

千
萬
磅
ど

云
ふ
異
常
の
增
大
を
示
し
た
。
而
し
て
こ
の
佛
蘭
西
の
殊
に
英
吉
利
に
對
す
る
金

爭
奪
戰

は、
本
年
一
月
佛
蘭
西
銀
行
が
割
引
步
合
を
，ニ
鉍

^

引
下
げ
、又
標
準
金
の
輸
入
禁
止
を

■ 

• 

.

.

. 

•

撤
廢
し
た
て

v

に
ょ
っ

て、
姑
ら

く
休
戰
狀
態

^

•入
っ
た

も

の
ど

認
め
ら
れ
る
。
併
し
な

•から 

之
を
以
て
各
國
の
金
吸
收
策
が
終
媳
し
た
所
で
は
な
く
、何
れ
の
國
も

1

1
消
極
的
態
度
で
は 

あ
る
が

I

常

^

を
の
金
準
備
の
保
護
增
加
に
注
意
を
拂
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

ヾ

」

は
言
へ
、
 

掘
際
的
協
力
が
：進
涉
す
れ

.ば
特
殊
的
移
動
は
漸
次
或

^

程

M

戈
で
減
少
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

織
ニ
十
艽
卷

c

仇
七
©

命
の
國
際
的
移
励
に
就
い
て
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X
.

0

^
大
戰
後
の
金
移
動
に
特
異
點
を
與
へ
て
ゐ
る
個
々
の
事
情
を
蒐
集
し
て
み
ょ
ぅ
。

U

金
軟
出
黑
ど
金
歡
入
默
マ

」

の
間
の
開
が
縮
小
せ
る

Z
ビ

パ

-運
輸
機
關
の
孜
善

.

1
0

業
者
間
の
競

:#
等
の
爲

k

運
賃
の
.低

^

せ
る

Z

ど
、速
力
の
增
大

-
—

.
殊

k

«

空
%

送
の 

丨
ょ

-Cy 

I
は

^

送
時
辟
を
短
縮
し
て
利
子
の
喪
失
を
輕
減
す
る

Z

ど
、低
金
利
時
代
の 

せ
る
こ
ど
及
び
現
送
中
の
金
を
現
金
準
備
ど
看
做
す
風
，が
採
用

3

る
れ
ば
全
然
利
子
の 

を
免
れ
る
こ
ビ
等

^

ょ
つ
て
金
輸
送
點
が
漸
次
縮
小

3

れ
る
。
そ
の
結
果
爲
替
匐
場
の 

の
®

i/
に
際
し
て
も
金
流

d
.
入
を
頻
發
す
る
で
あ
ら
ぅ

0

金
移
動
の
嗔

«

»±
甸
つ
て

® 

場
の
動
搖
を
滅
ず
る
で
あ
ら
う
が
、貨
幣
及
び
信
用
の
®
礎
の
不
安
定
を
增
大
す
る

乙

ビ

得(2
近

年
固
定
資
本

^

投
下

^

れ
ず

R

J

g
動
資
金
ど
し
て
市
揚
に
留
る
も
の 

k

上
つ

て
居
る
.の

結
果
、
動
も
す
れ
ば

金

流
出
を
促
す

處
ぁ
る

t

ど
。

歸
動

資
金 

增

大
ビ

金
融
機
關
の
獨
立
の
確
保

^

は
中
央
銀
行
の
職
能
を
一
層

困
難
な
ら

し

が

常

む の  
る 存
盖 在

し 額 な も 替 僅 失 到 發  
其 の 額 あ 相 少 费 來 達

總
制
が
容
易
で
な
く
な
ふ
ゆ
み
な
ら
ず
，酹
際
的
埒
衡
に
變
化
を
生
ぜ
し
む
る

ft
要 

且
つ
强
化
す
る
か
ら
で
あ
る

。

' 
而
し
て
金
利
の
高
低
•政
治
上
經
濟
上
の
不
安
定

® 

k

斯
る
資
金
の
突
然
の
移
動
を
生
じ
易
く
、

^

つ
て
急
激
な
金
流
出
入
を
惹
起
す
る 

g

外
國
爲
替
を
金
準
備
^
す
る
制
度
の
普
及
か
ら
も
金
移
動
が
釀
成

1

れ
易

素
が
變
じ 

機
等
の
爲 

因

V
J

な
る

(

L r

乙

，

^

外
國
爲
替
を
以
て
金
の
代

6 

k
又
は
こ
れ
，ど
併
ん
で
準
備
ど
す
る
國
の
增
加
並
に
そ
の
在

^
 

資
金
の
增
大

は

、金
の
使
用
を
節
め
す
る
效
果
が

.あ
る
け
れ

.%

レ

も
、そ，の
效
果
は
該
國
自
體
に
對 

し
て
は
絕
對
的
で
あ
る

^

反
し
て
、

*

外
資
金
受
託
國

R

W
つ
て
は
何
時
金
へ
の
兌
換
が
要
求 

3

れ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
金
準
備
を
增

-;
J
Iす
る
必
要
を
生
ず
る
。
而
し
て
政
治
上
の
事

^
 

等
の
爲
に
急
激

^

金
の
引
出

^

れ
る
處
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
へ
殊

k

金
双
び
外
國
爲
替
の
兩 

者
を
以

.て
準
備

S

す
る
制
度
が

一

般

k

普
及
す
る

.
に
至
つ
て
居
る
が
、こ
の
制
度

k

於

lr
て
は 

屢
々
、相
場
が
金
輸
入
點
に
接
近
し
た
時
に
は
、特

ド
金
の
钸
入
を
.刺
戟
す
る
方
法
を
採

 

'
相
場 

- 

が
輸
出
黙
に
至
つ
た
時

^

は
外
國
爲
替
を
以
て
兌
換

^

應
ず
る
。
こ
れ
は
當
然
考
へ
得
る
方 

法
で
あ
る

が

、
乙

の
揚
合
に
は
金
の

j

方
的
移
動
が
現
は
れ
る
の
で
あ
つ

で
、前

^

言

及

し

た
や 

ぅ
に

商

業

的

移

動

の

假

面

?:
か

ぶ

つ

た

特

殊
的

移
動
な
の
で
あ
る
。

X

Z

の
種
の
本
位
制

度

笫
ニ
十
五
卷

■(

九
七
七
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金
の
國
際
的
移
動
に
就
い
て
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六
四

k

於
い

.て
は
金
の
外
國
爲
替
化
對
す
る
：割
合

%

增
加

3

せ
る
爲
等
の
必
要
か
ら
•在
外
資
金
を 

金
に
換
へ

.て

.

.自
國

^

輸
入
す
る
乙

^

も
屢

'
々
行

灶

-n
る
所
で
あ
る

o

此

等
は
何
れ

も

金
の
一 

方
的
移
動
を
釀
成
す

-5
要
因

^

な
つ
て
ゐ
る
の
で

.あ
る
。

;

(4
)

斯
く

の
如

‘

余

爲
替
本

位

制
度
の
揚
合

k

は
•假

令

準
備
に
敗
滅
が
あ
っ

て

i

、必

ず

し 

，も
金
の
場
合
の
如
き
影
響
を
生
じ
な
い
か
ら
，事
情
を
一
層
祓
雑

^
す

る

こ

ど

。

斯

る

^
-
國

爲 

替
又
は
在
外
資
產
の
移
動
の
影
響
は

•資
產
保
有
の
方
法

^
移
動
す
る
國
の
如
何
^
ょ
っ
て
異 

る
。
例
へ

ば
或
る

中
央
銀
行

が
そ

の
在
外
資
産
を
ば
金
中
心
地
の
，或
る
商
業
銀
行

^

み、け
る 

要
求
：̂
预
金
の
形
式
を
以
て

保
有

し

、之
を
該
中
心
地

^

支
挪
を
爲
す
べ

3

商
人

^

賣
却
し

2 

ビ
す
れ
ば

画

內
で
は

信
用
收

縮
の
傾
向
を
生

.ず
る
が
•該
商

業
銀
行

所
在

國

^

は
何
等
の
反
應 

が
な
い
、蓋
し
該
商
業
鈒
行
に
ど
っ
て
は
外
國
の
預
金
.者
が

內

國
の
预
金
者

k

代
っ

た

^
け
を 

か
ら
で
あ
る
。

從

つ
て
此
國
の
中
央
銀
行
は

.そ

.の
政
策
の

' 實
行
^
必
要
な
資
料
が
得
ら
れ
な 

い
こ

ビ

'v
な

る

？

若
し
又
此
場
合
在
外
資
金
が
資
金
受
託
國

の

.
中

央

銀

行
R

预

入

れ
ら
れ
て 

あ
っ
た
ど
す
れ

ば

、此
中
央
銀
行
の
外
國
要
求
拂
債
務
.が
自
國
商
業
鈒

行

の

支

拂

难
,

金

ビ

し
 

て
の
预
金

^

變
る
で
あ
ら
う

®

し
て
之
の
麵
欠
名
或
る
程
度
の
信
用
膨
帳
を
惹
起
す
る

e

あ

ら
ぅ
。
斯
る
移
轉
は
、在
外
資
產
保
有
國

•

か受
託
國
以
外

の
第
三
國
に
對
し
て
爲
し
た
場
合

 ̂

も
，其
影
響
は
棒
々

‘で
あ
る
。
即
ち
在
外
資
產
保
有
國
ど
第
三
國
ど
が
同

一 :

國

k

資
產
を
有
し 

て
其
相
互
の
勘
定
の
間

k

移
轉
を
行
へ
ば
，關
係
兩
國

^

は
交
互
，的

な

影

響

が

あ

る

け

れ
r

も 

受
託
國

R

は
及
ぼ

3

な

S

。；

若
し
そ
；
の

際

資

產

を

金
R

換
へ
て
之

sr
tt
三
國

k

送
れ
ば
三
國 

ビ

急
影
響

? :

受

く
る
が
、

併
し
を
の
影
響
は
受
託
國
ど
他
の
國

^

の
間
祀
於
け
る
現
實
の
收
支 

關
係
R

何
等
關
聯
を
有
し
得
な

い'

で
あ
ら

5

。

斯
樣
^

こ
の
制
度

^

於
け
る
在
外
資
產
及
び 

金
の
移
動
は
複
雜
な
關
係
を
結
ぶ

こ
：W

が
あ
る

。

'

:.
■g

政
.治
的
要
因
の
增
加
せ
る

t

ど
。;戰
後
世
界
に
於
け
る
政
治
的
關
係
が
祓
雜
多
岐
ど 

な
つ

‘て
ゐ
る
こ
ど
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
る
化
政
治
上
の
關
係
の
運
迫
は
爲
替
相
揚
に
屢 

々
劇
し

&

動
榣
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
。
蓋

L

急
激
な
資
金
の

#

轉
又
は
取
寄
せ
、僚
權
の
囘 

{ 

收
又
は
支
拂
等
が
殺
到
し

.#
用
稀
薄
な
國
の
爲

#

は
賣
々
双
た
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て

斯
る
事
情
の
存
在
は
金
移
動
の
機
會
を
多
か
ら
し
处
る
も
の
で
あ
る
。

(6
)

:

異

常

な

要

因

の

：一.
S
し
て
有
懷
證
券
投
機
取
引
の
：國
際
化
が
其
度

?:
.進
め
た
■乙
气 

戰
前

k

於
_ S

て
.
は
外
國
の
有
價
證

#

^
對
す
る
：：投
：機
取
引
は
、比

較

的

少
«

の
有
價
：證
券
及
び

i
 
ニ
十
五
#
：

(

九
七
九
.

)

金
の
.
國
際
的
移
動
に
就
い
て
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笫

ニ

十

賺C

九
八
〇)

金
の
國
際
的
移
動
に
就
ぃ
て 

第

七

號
1

、

少
數
の
琢
严
家
に
限
ら
れ
て
居
々
、其
金
額
も

.左
ま
で
大
で
は
な
か
つ
た

^

0

し

て、
®

资
殊

k 

最
近
ニ
三
年
來
は
、一
般
投
資
象
の
間

R

外
國

k

於
け
る

' 
證
券
の
投
機
取
引
が
普
及
す
る
に
至 

つ
た
。

Z

の
最
も
顯
著
な
例
は
、

®:
育

k

於
け
る
歐

M

pi
か
ら
の
投
資
で
あ
る
。

.
こ
れ
ど
關
聯
し

.て
利
子
裁
定
が
一
；般
に
行
は
れ
る

^

至
つ
た

S

云
.ふ
事
情
が
あ
る
。
國
際 

ぁ
^

於
け
る
短
期
資
金
の
移
動
は
專
ら
高
金
利

0

市
揚
化
集
中
す
る
の
で
あ
る
が
，勿

1

^
 

J
HJ 

に
於
い
て
は
少
數
爲
替
鈒
行
が
斯
る
利
鞘
取
引
を
行
っ
た

k

過
ぎ
ず
、又
其
金
額
も
巨
額
で
は 

な
力
っ
た
然
る

^

大
戰
後
は

I

般
資
本
家
、商
工

.業
會
社
等
も

I
:

時
不
用
の
資
金

2:
金
利
高 

さ
外
國
市
揚
を
求
め
て
放
出
し
、之
を
蓮
用
せ
ん
ど
す
る
傾
向
が
多
く
な
っ
た
。

且
つ
各
國
の 

大
銀
行
は
殆
ん
ざ
皆
外
國
爲
替
部
を
設
け
た
が
、爲
替
投
機
の
機
會
が
縮
少
す
る
に
從
っ
て
利 

子
裁
定
の

機
會

を
利
用
す
る

^

腐
心
す
る
ド
至
っ
て
：

Q

る

.0
，
斯

る

取

引の
隆
盛
に
與
っ

て
力 

あ
っ
た
も
の
は
電
信
及
び
先
物
爲
替
取
引
の
發
達
で
あ
る
。

.
此
等
の
事
情
の
爲

k

主
要
國
.有
價
證
券
市
場
の
景
氣

•不
景
氣
、各

金
融
市
場

^

於
け
る
金
利 

の
高
低
如
何

^
ょ
っ

て
寞
大
な
流
動
資
金
の
流
出
入
を
惹
起
す
る
が
故

k
、爲

替
相

場
を
變
動 

せ
し
め
て
金
移
動
の
機
會
を

多
か
ら

し
む
る

0

而
も
有
價

»

券
市
場
の
好
最
氣
は
金
利
の
騰

貴
を
隨
伴
す
サ
か
ら
爾
者
ば
同
除

^

發
生
し
て

.、資
金

.の
移
動
を

.
1

厭
激
甚
な
ら
し
む

5

。：
故 

九
二
八

—

九
年
の
紐
育
株
式
取
引
所
の
大
暴

.騰

R

際
し
て
、投
機
を
抑
制
す
る
爲

k

信
用 

を
統
制
し
金
利
を
引
上

<'
'

れ
ぼ
却
つ
て
外
國
資
金
の
流
久
を
見
、却
つ
て
投
機
を
助
長
し
た
。
 

又
當
時
英
吉
利
の
金
流
出
ば
、英
苦
利
及
び
歐
羅
巴
大
陸
か
ら
紐
育
の
株
式
投
機
及
び
コ

！

,
 

市
揚

^

資
金
が
移
動
し
だ
爲
で
あ
つ
た
が
、そ
れ
が
爲
に
英
蘭
鈒
行
は
不
況
^
際
し
て
佘
利
の 

引
上
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
兩
者

^

向
一
影
響

? :

有
す
る
も
の
で
あ

.

つ
て
、英
告
利
^
け
の
要
因
で

あ
る

が
、英
告 

利

^

於
い
て
は
他
國
ょ

3

も
直
接
稅
が
高
率
な
爲
ド
外
國

R

移
住
す
る
者
を
生
じ

®
金

流
出 

k

伴
つ
て
金
流
出
の

.

傾
向
が
あ
る
。
去
々
な
が
ら

之
?:
抑
制
す
る
爲
ビ

金
利

引
上
を
行
ふ
ど 

す
れ
ば

f t

敦
の
國
際
金
融
中
心
市
場

w

し
て
の
機
能
の

1

? :

喪
失
す
る
虞
が
あ
る
の
で
あ
る

_ 

以
上
世
界
大
戰
後

^

於
け
る
金
^
動
の

新
ら
た
な
檨

態
及

び•.そ
れ

k

特
殊
性
を

附
與
し
た 

若
干
の
要
因
を
槪
觀
し
た
。

.

玆
に
、如
上
の
槪
觀
か
ら
惹
さ
得
る
大
戰
前
後
に
於
け
る
金
移
動 

の
主
要
相
異
黙
を
對
照
す
れ
ば
、先
づ
第

- .
R

戰
前
の
移
動
は
自
働
的
矯
正
作
用
を
有
し
た
に 

對.

し
て
、戰
後
の

^

れ
は
之
を
有
し
な
い
ど
云
ふ
點
が
あ
る
。

ミ
れ
は
一
部
^
®
後
世
界
の
一

第
二
十
五
卷

'■
.
:

(

九
八

一
)

金
の
國
際
的
移
動
に
就
い
て

 

士
七
號
 

六
七



第

二

：
十

五

卷

(

九
八
ニ)

金
の
國
際
的
移
動
に
就
い
て 

，第
七
號 

六
八

般
社
會
狀
態
が
芷
常
な

.
過
程
ぬ
復
歸
し

：

て
居
ら

p

k

孝
ふ
事
の
爲

•
に

も

生

じ

て

'居

る

で

あ

ら 

5

 

0

が
*

し
：上
述
の

.

如
&

新

ら
^

な

諸

要

因
.

ぼ
、̂
—

^

の

或

る

も

の

は

特

殊

の

國
k

M

し
、又 

成

る

も

の

は

時
日
の
經
過
ぞ
共

1C

消
滅
^
歸
す
る

で

あ

ら
5

が

—

全
部
排
除

3

れ
得
ベ

&
 

見
込
は
存
在
し
な

s

の
で
あ
る
。
殊
に
新
金
本
位
制
度
の

-

主
要

■
型
式
が
戰
前
の
そ
：れ
ヾ

」

は
相 

ひ
異
つ

.
て
居
る
^
際
し
て

は
、自
働
的
金
移
動
機
構
は
：最
早
問
題

S

な
A

得
な

い
で

あ
ら
■

ぅ
。

第
ニ
は
旣
に
述
ベ

k

所
で
あ
る
が
®
前
の
移
動
は
主
€
し
て
商
業
的
移
動
で
あ
つ
た

k

對 

し
て
、戰
後
は
特
殊
的
移
動
が
童
要
な
部
分
ど
し
て
加
は
る
，

^

至
つ
た

V
J

言
ふ

0

で
あ
る
。
.
免 

つ
て
戰
前
移
動
の
犬
部
分
は
何
等
か
の
經
濟
的
要
因
か
ら
出
動
し
た
、換
言
す
れ
ば
何
等
か
の 

經
濟
的
均
衡
破
壊

か
ら
釀
成
し
た
の
で
あ
る

.か
ら
®c
府
及
び
中
央
鈒
行
は
、金
移
動
の
自
働
的 

織
制
作
用
を
待
つ

v
j

同
時
に
、そ
の
金
移
動
を
抑
制
す
る
方
策
を
採
る
、

ZV」

が
出
來
た
。
即
ち 

金
移
動
を
抑
制

.し
て
金
準
備

S:
擁
議
す
る
乙

S

が
經
濟
的
均
衡
の
..維
持
に
役
立
つ
た
の
で
あ 

る
。

然

る

k
戰
後

の

移
動

は

單
ド
經
嫩
盼
要
因

.か
ら
生
ず
る

の
み
な
ら
ず
、

屢
々

I
 
く
の
も
の 

ヵ
^-
*

經
濟
的
要
因
力

.ら
發

I/
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
そ
の
前
者
の
場
合

^

は
、戰
前
の
そ
れ
ヾ

」

同

 

«
 

k
金

準
備
め
擁
識
が
望
戈
し
か
ら
ざ
る
經
濟
的

狀
0

の
矯

制
に

資
す
る
の
で
あ

る
。

然
る

^

後
者
の
場
合
即
ち
入
爲
的
要
因
に
出
づ
る
場
合

R
.

は
、
そ
の
金
移
動
を
阻
止
し
て
金
準
備
を 

保
護
す
る
方
策
を
採
れ
ば
、却
つ
て
好
^
七
か
ら
ざ
る
經
濟
條
件
の
出
現
即
ち
經
濟
的
均
衡
の 

破
壞
を
齎
ら
す
こ
ど
、
な
る
の
で
あ

'§
。
斯
く
、今

日

一
般

k

金
移
動
が
自
働
的
性
質
を
失
ふ 

ど
同
時

^

非
經
濟
的
入
爲
的
要
因
か
ら
發
動
す
る
こ

€

多

&

^
際
し
て
、政
府
及
び
中
央
鈒
行 

は
之
が
對
策
を
講
ず
る
爲
に
果
し
て
金
準
備
の
擁
護
を
眼
中

^

置
く
べ
き

か
、
將
た
或
は
經
濟 

的
殊

R

物
價
の
均
衡
を
主
眼
ど
す
ベ
さ
か
ビ
云
ふ
問
題
に
逢
着
す
る
。

こ
の
間
題
に
就
い
て 

は
，
戰
後
の
金
移
動
が
特
/殊
性
を
有
す
る

^

至
つ
れ
ど
い
ふ
こ

v

其
事
が
、旣

^

經
濟
安
定
尬
潮 

の
發
展

R

歸
せ
ら
る
丨
ベ
さ

も
の

で
あ
る
こ

ビ

を
、
指
摘
す
る

^

止
め
ょ
ぅ
。

(

一
九

三

一、六
、

一
三

)

附
記
本

_

題
に
目
す
る
若
干
の
文
献
を
一
醉
し
て
揭
げ
て
骰
か
ぅ
。
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貸
借
對
照
表
の
囘
顧
的
目
的

. 

I

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

の
貸
借
對
照
表
論

—

，

'
山
.

田正
夫

本
稿
は

F
i
s
c
h
e
r

の薄

U
e
b
e
r

 

<
T
e

 

G
r
u
n
d
l
a
g
e
n

 

d
e
r

 

B
i
p
n
z
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